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研究成果の概要（和文）：

本研究では、プロジェクトワークを通して日本語初級学習者の円滑な教室外活動を支援する

ための効果的な指導法を探った。日本語がほぼゼロに近い学習者に対しては、事前学習の中で

語彙や表現、情報提供を明示的に行い、成功体験を増やすことで日本語使用への自信を持たせ

ることが重要であること、日本語がある程度理解できる学習者に対しては、失敗の体験をもと

に、学習者自らが活動を振り返り、問題点に気づくよう指導することが重要であることが分か

った。

研究成果の概要（英文）：
In this study, we searched for effective instruction supporting activities of Japanese

language beginners outside the classroom based on data from personal project work. Result
shows that for Japanese learners at the very beginning level it is important to explicitly
give them words, expressions, and information according to classroom projects and to give
them confidence in using Japanese by increasing experiences of success, and that for
learners with some ability of understanding Japanese it is important to instruct them to
reflect on their activities in the project and to be aware of their communicative problems.
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１．研究開始当初の背景
（１）実践的なコミュニケーション能力重視

研究開始当初、日本語教育においては、総
合的なコミュニケーション能力が重視され
ており、日本の大学に進学する留学生が日本
留学試験で測られるのは、日本の大学で学

習・研究活動を行うための日本語コミュニケ
ーション能力とされてきた。
日本留学試験で求められるこうしたコミ

ュニケーション能力の育成のためには、言語
習得のみならず、生活上の体験から得られる
ことも重要であり、教室外での様々な活動を
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教室内の活動で支え、進めていくことによっ
て、より実践的なコミュニケーション能力の
獲得につながると考えた。
一方、コミュニカティブ・アプローチは、

このようなコミュニケーション能力の育成
に期するとされ、また、構造主義的なアプロ
ーチに対する反省から次第に授業に取り入
れられるようになってきた。しかし、その効
果の実証研究は本格的には行われていない
のが現状であった。

（２）円滑な生活のための教室内支援
また、「生活者としての外国人」のための

日本語教育に目が向けられ、地域における外
国人への日本語支援のあり方や支援方法に
ついても数多くの調査・報告がなされていた。

生活者としての外国人には、地域に生活の
基盤をおく定住型の外国人のみならず、大学
の機関等で学ぶ留学生や就学生も同じく地
域の一員として含まれている。
中でも日本で生活しながら日本語を学ぶ

学習者は、初級の段階から教室の外で日本語
を使って生活していかなければならない環
境に置かれており、学習者がスムーズに地域
社会に馴染めるように、受け入れ教育機関と
しての効果的な支援方法が求められていた。

２．研究の目的
本研究は、初級日本語学習者のより円滑な

教室外活動を支援するための、効果的な教室
内指導法を探り、カリキュラムを開発するこ
とが目的であった。具体的な活動目標として
は次の二つがある。

（１）プロジェクトワークを通した教室外活
動の実態調査
初級の段階から学習者が生活面において

必要とされる活動を、プロジェクトワークと
いう手法を通して記録していくことで、学習
者の教室外活動の実態を把握する。

（２）生活支援のための教室内指導法を探る
学習者が教室外活動を自分で計画し、事前

に教室内において様々場面を予想させ、必要
な情報および語彙などを提示することによ
って、円滑に活動を行えるよう手助けをする。
さらに、活動後は活動の記録をもとに、問題
改善に役立つ学習者へのフィードバックを
行う。

３．研究の方法
本研究では、コミュニカティブ・アプロー

チで評価を得ている、プロジェクトワークと
いう手法を取り入れ、学習者の教室外活動の
実態調査および教室内指導法を探った。プロ
ジェクトワークは、本来グループ活動として
中級以上の学習段階で用いられることが多

い。しかし、地域社会で円滑に生活できるよ
うにすることを見据え、本研究では、初級の
日本語学習者が個人プロジェクトワークと
して、学習者一人で一つの活動を完結させる
方法をとることにした。
対象とした学習者は、山形短期大学留学生

別科の学生で、日本語のレベルによって二つ
のクラスに分けプロジェクトワークを実施
した。3 年間の国籍別の人数は以下のとおり
である。

2007 年 2008 年 2009 年

韓国 13（6） 10（1） 8（3）

中国 8（3） 7（1） 4（1）

その他 台湾１ ﾐｬﾝﾏｰ１ ﾐｬﾝﾏｰ２

計 22（9） 18（2） 14（4）

（ ）は定住型学習者の人数

プロジェクトワークは、学習者と教師が活
動のための準備や振り返りを行う「教室内活
動」と学習者が一人で日本語使って実際に活
動を行う「教室外活動」に分かれる。期間は
4 月から 7 月までの 4 ヶ月間で、週１回全 15
回の日本事情の時間において実施した。学習
者には、教室内での事前活動を行ったあと、
教室外において自分がやりたい活動や与え
られたタスクを行わせ、それぞれの活動をＩ
Ｃレコーダに記録させた。また、ワークシー
トに活動内容を記入させ、教師はワークシー
トと録音データを確認し、次回の教室内活動
において活動の振り返りを行った。
プロジェクトワーク実施前には、学習者の

日本語使用に対する不安の度合いを問うア
ンケート調査を行い、教室内で指導を行う際
の参考とした。さらに、プロジェクトワーク
終了後も同じアンケートを実施、プロジェク
トワークによる、学習者の日本語使用への変
化を観察した。
研究の１年目は、学習者の日本語レベルに

関係なく、全８回のプロジェクトワークのう
ち、学習者が自分で活動内容を決めて行う
「自由プロジェクト」を６回、教師が課題を
与え、活動を行わせる「課題プロジェクト」
を２回実施した。
研究の 2 年目以降は、1 年目の結果を踏ま

え、自由プロジェクトを進めつつも、日本語
レベルがほぼゼロに近く、教室外活動に不安
を抱く学習者には、教師の方からレベルに合
わせたタスクを与えることもあった。
「自由プロジェクト」の場合は、学習者が

自由にプロジェクトワークの内容を決め、ワ
ークシートに記入後、教師がそれに対して日
本語の表現や活動に必要な様々な情報を提
供し活動のためのアドバイスを行った。学習
者は、事前指導をもとに教室外活動を行い、
ＩＣレコーダの録音をもとに、活動の結果と
うまくいかなかった部分についてのコメン



トや感想などをワークシートに記入し提出
した。教師は、提出されたワークシートと録
音の記録をもとに、次回の教室内活動におい
てフィードバックを行うという手順で行わ
れた。
「課題プロジェクト」は、「好きな通信販

売のカタログを電話で取り寄せる」「夏休み
中の旅行計画を立て、電話で問い合わせる」
という課題を学習者に与えた。活動の記録は、
自由プロジェクトと同様、ワークシートへの
記入および IC レコーダによる録音を行った
が、最終の課題プロジェクトでは、学習者が
自分のプロジェクトワークを振り返り、分析
することができたかを確かめるための項目
をワークシートに加えた。

４．研究成果
ここでは、3 年間のプロジェクトワークの

実施結果および教室内活動における、学習者
の日本語レベルに応じた指導法について報
告する。

（１） 下位クラスの学習者の場合
日本語がほぼゼロに近い学習段階におい

ては、できるだけ日本語を使って「できた」、
「通じた」という成功体験を増やすことで、
日本語使用への自信につなげるようにした。
教室内活動においては、教室外活動を行うた
めの事前情報や活動に必要な語彙や表現を
できるだけ明示的に提示し、学習者がイメー
ジしやすいように指導した。事前情報や活動
に必要な語彙や表現などは、過去の学習者の
活動記録から、情報不足によって失敗をした
ことや、語彙不足、表現が伝わらずスムーズ
に活動が行えなかったものを取り上げ、提示
した。具体的に行った教室内指導は次のとお
りである。

①前置き表現の指導
初級日本語学習者の場合、日本語使用への

緊張もあり、話しかけ部分がうまく言えない
ことが多い。実際、初対面の人に前置き表現
なしで、依頼や問い合わせを行ったり、会話
の目的上必要とされない、挨拶や自己紹介を
するなどのケースが活動記録から見られた。
また、会話の冒頭でつまずいてしまい、その
後の会話が修復不可能な状況にまで陥って
しまうケースも観察された。
会話の開始部、つまり話しかけの部分は、

その後の会話の流れに大きな影響を与える
重要なきっかけとなる。開始部において円滑
に会話を始めるには、会話の目的に応じた前
置き表現を意識してもらう必要があった。問
い合わせの場面では「ちょっとお聞きします
が」、依頼の場面では「すみません、～たい
んですが」などの会話の目的に合った前置き
表現の使用を事前活動の際に繰り返し確認

した。また、話しかける際には、「今ちょっ
といいですか」などと相手の状況を問う表現
を加えることで、会話の受け手の反応は大き
く変わってくるということも伝えた。これら
の前置き表現を事前活動において繰り返し
練習したことで、スムーズな会話の開始が可
能になった。

②語彙の提示
初級の学習者が教室外活動でつまずくこ

との一つには、語彙などの不理解による場合
が多いが、生活の中で頻繁に使用される聞き
慣れた語彙であっても、「お」や「ご」など
つくと、理解されないことが多いことが分か
った。
学習者が生活の中で活動を行う場面の多

くは、お客としての立場がほとんどで、当然
敬語で対応されることになる。しかし、敬語
表現は初級の後半で扱う学習項目であるた
め、活動の中で理解されない語彙や表現が多
いのが事実である。しかし、既習語彙であっ
ても「お名前」「ご住所」などのように「お」
や「ご」がつくと分からなくなってしまうこ
とが多い。事前活動では、このような生活の
中で使われる場合の語彙の変化にも注目さ
せ、理解を促した。
また、生活の中でよく耳にする敬語表現に

ついては、プロジェクトワークの中で自然に
導入したため、初級後半の敬語の学習の際に
は、学習者は敬語の場面が理解しやすく、敬
語表現についてもスムーズに慣れていくこ
とができた。

③活動場面の予測
事前指導においては、できるだけ活動場面

をイメージさせることも重要である。練習し
た表現をうまく言えたとしても、相手の反応
や答えを予測しておかないと、その後のやり
とりがスムーズに行えない場合が多かった。
実際の活動場面をイメージしやすくするた
めに、先輩たちの活動を紹介したり、録音を
聞かせたりなど、場面をイメージさせたこと
で、学習者の失敗に対する不安を軽減させる
ことができた。

④段階的なタスクによる指導
課題プロジェクトの場合、電話で問い合わ

せや依頼をするという、初級の学習者にとっ
ては、難易度が高く、緊張が高まる場面であ
るため、学習者の課題に対する不安をできる
だけ和らげるための段階的なタスクを取り
入れた。

まず、電話会話に慣れるためのタスクとし
ては、番号案内サービスに電話をかけ、問い
合わせたい場所の電話番号を聞き取るとい
うタスクと、美術館や博物館などの公共施設
に電話をかけ、「開館時間」「入館料」「休館



日」を尋ねるという、初級の段階でも行える
タスクを与えた。

また、学習者の発音がうまく伝わらない場
合も多かったので、会話の中で特に大事な部
分をゆっくりはっきり発音する練習を行っ
た。具体的には、自分の名前と住所、電話番
号などを電話で正確に伝えるために、住所の
読み方を日本人に聞いて調べるタスクや、対
面の場面で自分の住所や名前を日本人に伝
え、聞き取ってもらうタスクも実施した。教
室内活動においては、緊急時を想定したロー
ルプレイなど、名前や住所を正確に伝える練
習なども繰り返し行った。

⑤ブレイクダウン時の対処法
初級前半の学習者の場合、聞き取れない語

彙や、理解できなかった部分について聞き返
しを行っても、その回答が理解できない場合
が多く、うまく修正できないため、コミュニ
ケーションが破綻してしまうケースが見ら
れた。または、学習者が予測しなかった話の
展開になったときは、対処が困難になり、パ
ニック状態になることも多かった。このよう
な場合は、会話を修復するというよりは、う
まく回避することも必要な場合がある。
「外国人なのでよく分かりません」「もう少
し調べてまた来ます（また電話します）」な
どと相手の了解を得て会話を中断させたり、
回避するなどの対処法も事前指導の中に取
りいれた。

⑥母語による振り返り
日本語下位クラスの場合、活動前の事前指

導を中心に行っているため、活動後の振り返
りにおいては、準備した内容をこなすことが
できたか、目標とした活動を成功させたか、
という結果に重点をおいた。活動の数をこな
し、成功体験を重ねることで自ら活動に取り
組みたいという意欲につなげることを目的
とした。学習者には活動を記録するワークシ
ートに、活動で感じたことなどを母語で記入
させることで、より正確に学習者の意識が確
認でき、学習者自身の意識づけにも役立てる
ことができた。

（２） 上位クラスの学習者の場合
日本語の語彙や表現がある程度理解でき、

生活の経験もある学習者の場合は、教師が細
かい事前指導を行うと、意欲的に活動を取り
組めないことがある。この場合は、できるだ
け活動前の教室内指導を非明示的に行い、学
習者に「自力でやれた」という意識を持たせ
ることがより効果的であることが分かった。
具体的な教室内指導には次のような内容を
取り入れた。

①非明示的な語彙や表現の導入

語彙や表現の提示を行う際には、下位クラ
スとは違って、具体的な場面をイメージさせ
るのではなく、初級段階では扱わないが広く
使われる語彙や表現を全体にまとめて提示
するようにした。
来日直後に行なわなければならない手続

き関係は、初級日本語学習者にとっては難易
度の高い活動であるが、その重要度も高いと
言える。具体的には、外国人登録、口座開設、
携帯電話の契約などである。上位クラスの場
合は、最初のうちからこのような難易度の高
い活動に積極的に取り組む傾向がある。しか
し、このような手続き関係で使われる言葉は、
ある程度知識や経験がある学習者にとって
も耳慣れないものが多い。教室内の事前指導
の中では、過去の活動記録から「暗証番号」
や「身分を証明するもの」など、学習者が理
解できなかった語彙や表現を抽出し、まとめ
て提示するようにした。このような語彙を事
前に導入しておくことによって、学習者はそ
れぞれ活動を行う中で自然に思い出したり、
活動後の振り返りの際に自分で気づくこと
ができた。

②より正確な理解のための「聞き返し」
学習者の教室外活動の記録を観察すると、

知らない語彙や表現があったり、スピードに
ついていけず相手の発話が理解できなくて
も「はい」と答えてしまうケースがよくある。
日本語がある程度理解できる上位クラスの
学習者には、大体ではなく、より正確に活動
を行ってもらうよう、相手の発話がうまく聞
き取れない場合の対処法として、「聞き返し」
のストラテジーを早い段階で導入した。
学習者がよく使用する「もう一度お願いし

ます」という漠然とした聞き返しでは、意図
とした回答がうまく得られないことが多か
ったため、相手の発話の中から、聞き取れな
かった部分に焦点をあて、聞き返す練習を行
った。例えば、聞き取れなかった部分の一部
を繰り返し、その続きを言ってもらったり、
「え？」「○○のことですか」などの表現を
使った聞き返しの練習も行った。このような
聞き返しの練習によって、学習者は自分が理
解できなかった部分をただ聞き流すのでは
なく、分からなかった部分に注目し、正確に
聞き取ることを意識するようになった。

③失敗体験の活用
上位クラスの場合、意欲的に活動を行って

もらうために、最初のうちはなるべく教師に
よる情報提供やアドバイスを少なくし、積極
的に教室の外に出て様々な活動を行っても
らった。ある程度生活経験がある学習者は最
初のうちから難易度の高い活動に取り組む
ことが多く、準備不足や情報不足などが原因
でうまくいかないケースも多く見られた。学



習者はこのようなちょっとした失敗を体験
することで、自分の活動を振り返るきっかけ
となり、次の活動にも影響を与えた。また、
教室内事後活動において、学習者同士がそれ
ぞれの活動内容を紹介し、必要な情報を共有
する時間を設けた。学習者自らの体験を通し
て得られた情報や注意事項を他の学習者に
紹介したり、多くの人が聞き取れなかった語
彙や表現などをディクテーションの形でク
ラスワークに取り入れ確認を行うこともで
きた。
一方で、学習者の日本語能力に比べ、難易

度の低い活動を選んで、簡単に終わらせてし
まい、なかなか向上が見られない学習者には、
教師の方からある程度難易度のあるタスク
を与え、行ってもらうこともあった。例えば、
自分の名前や住所の漢字を日本人に説明す
るなどのタスクでは、学習者は自分の発音が
意外に伝わらないことを体験し、相手に理解
してもらうためにはどのような工夫が必要
なのかを考えさせる活動につなげられた。

④段階的に気づきを促す振り返り
ある程度知識や経験がある初級学習者は、

少し慣れてくるとプロジェクトワークその
ものに飽きてきたり、結果だけに注目し、ワ
ークシートには「成功した」という記述が多
くなる。教師が不足しているところや誤用な
どを事後指導すると、意欲を低下させる学習
者も見られ、フィードバックを行うことが困
難な場合もあった。このような学習者には、
「大体できる」ことから「より正確にできる」
ことを目標に、また、「自ら問題点に気づい
て修正できる能力」を育成することを目的と
した活動を行った。

学習者は、教師からの簡単なタスクを繰り
返し行っているうちに、自分の活動の不適切
さに気づき修正をする場合と、活動の録音を
聞き直す段階で気づく場合、ワークシートに
記入していく段階で気づく場合もある。また
は、なかなか学習者が気づけない場合、ワー
クシートに教師がコメントを書くことで、気
づいてほしい部分を学習者に注目させて気
づかせることもある。このように、できるだ
け学習者自身が活動を振り返り、不適切さに
気づけるように、段階的に気づきを促すため
の工夫をした。
最初のうちはなかなか自分で気づくこと

ができず、教師の助けを得て修正を行ってい
た学習者が、プロジェクトワークの終了時に
は、活動を振り返り、自ら問題点を見つけ出
すことができた。学習者は繰り返し相手の発
話や自分の発話を聞き直し、注意を向けるこ
とによって、活動を自分の力で修正できる能
力を身につけられることが分かった。
最終課題のワークシートには、「相手には

○○と聞こえたんだと思います」、「○○が問

題だったと思います」といった学習者自身が
活動の中で気づいた、発音や活動内容の不適
切な部分についての報告も見られた。

（３） 本研究の国内外における位置づけ
大学、短大をはじめとする、日本語教育機

関においては、多くの場合、学習者の日本語
学習を担う部分と、生活の支援を担う部分は
一致していないのが現状である。しかし、日
本の教育機関で学ぶ日本語学習者は、日本語
の習得と共に日本での生活のための様々な
知識やノウハウを同時に習得していくこと
を望んでいることが多い。本研究では、この
ような学習者のニーズに応えるべく、日本語
学習支援と生活支援を同時に行うことを目
的に研究を進めてきた。その結果、日本語学
習があまり進んでいない段階から、コミュニ
ケーション能力の向上と共に、円滑な日本で
の生活に役立てられる効果的な指導法を探
ることができた。
また、本研究は初級日本語学習者の実際の

教室外活動の記録をもとに、その実態を分析
したという点においても大変意義深いと考
える。学習者が普段の生活の中でどのような
活動を行い、どのような問題に直面している
のかの実態を把握できたことによって、実生
活で学習者に必要とされる日本語能力につ
いても方向性が示されたと言える。

（４）今後の展望
本研究の目的は、初級日本語学習者の生活

支援および学習支援を目指した効果的な教
室内指導法を探ることであった。プロジェク
トワークを通して、学習者の教室外活動の実
態を調査した結果、初級の段階で学習する語
彙や文型表現を使ってできる教室外活動は
非常に限られたものが多く、実際に使用され
る語彙や表現は、教科書では学習しない形で
使われている場合が多いことが分かった。し
かし、学習者は来日直後からこれらの語彙や
表現を耳にしながら、生活していかなければ
ならない。学習者がより円滑に生活していく
ための支援を行うためには、実際の生活場面
で使用される語彙や文型表現の中から、使用
頻度や重要度の高いものを優先的に導入す
るための工夫が必要であると考える。

また、このような生活支援が、学習者にと
って有効なものとして、生活や日本語学習に
役に立っていることを、学習者自身が感じ、
より積極的に教室外活動に取り組めるよう
にしなければならない。今後は「日本語ポー
トフォリオ」の導入を試み、学習者が自分の
活動を記録し、客観的に評価できるように工
夫していきたい。
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